
テーマ 遊びによる子どもの育成

区市町村 　荒川区

児童館名 　西日暮里二丁目ひろば館

活動名 　『やりたい！』を形にする遊戯室運営

目的

・　子どもたち一人ひとりの「やりたいこと」の実現の場とする。

・　自発的な遊びの援助。

・　友だちとコミュニケーションをはかる中で、協調性や思いやりの心をはぐくむ

支援。

主な対象 　小学生

活動の経緯

実践内容

【西日暮里二丁目ひろば館の部屋の特徴】

ひろば館には、図工室、遊戯室、親子ふれあい室の３つの部屋があります。

親子ふれあい室は、乳幼児親子専用のお部屋です。

図工室は、職員が見本に沿って教えると言うことはせず、子どもたちが作る

工程の書かれている「作り方表」を見ながら制作に取り組んでいます。わから

ないところを子どもたち同士で教え合う姿も見られ、きれいで上手な仕上がり

ではなく、作る過程を大切に、自ら考えながら取り組む運営をしている部屋で

す。

そして、小学生が優先的に自由な発想で遊ぶことができるのは、遊戯室です。

遊戯室は、読書コーナーや机上遊び、伝承遊びや体を動かして遊ぶ、遊びが全

て詰まったお部屋になっています。

【来館する子どもたちの特徴】

①小学校３年生以上の利用が多い。

②他の場所で遊んでからの来館、習い事の前後の利用が多い。

③午後４時半以降の利用が多く、利用時間が重複する。

④グループではなく、一人や少人数での利用が多い。

【遊戯室の現在に至るまで】

・ 部屋の中にあるもので、自分のやりたいもの、やりたい事を見つけて遊ぶ。

・ 動的遊び（卓球、風船バレー）をするときは、お部屋の半分を使って遊ぶ。

・ 遊戯室の中で、住み分けをしながら、多数の遊びを行う。

＜遊戯室全面を使って遊びたい！！（子どもの声）＞



活動の経緯

実践内容

活動の経緯

実践内容

効果や課題

＜遊戯室全面を使って遊びたい！！（子どもの声）＞

ひろば館内に、小学生が遊ぶことのできる部屋は遊戯室と図工室です。遊戯

室で動的遊びをするため、机上遊び等、それ以外の遊びをしたい子の遊ぶ場が

確保できません。

遊戯室の中で、子どもたち一人ひとりのやりたいことを実現していくには、

どうしたらいいか？職員で話し合った結果、こちらでルールを決めるにではな

く子どもたちに任せてみることにしました。そして、子どもたちに伝えた約束

①ひろば館に来た全員が楽しい気持ちで過ごすことができる。

②危険な時は、その場でストップ！みんなでどうするか考える。

色々、やりたいことがある子どもたちが期待を胸に来館してきます。初めは

スムーズな意見交換ができず、学級会方式でリーダーシップをとる子が中心に

なって皆の意見を聞き出します。時間がかかって遊ぶ時間が少なくなったり、

意見が決裂して嫌な雰囲気になったりしたこともありました。しかし、職員は

できるだけ介入せず見守りました。

学級会方式だと、なかなか自分の意見を言うことのできない子がいたり、

リーダーシップをせかしたり、押し付けたりと言う姿も見えてきました。ひろ

ば館は「子どもが主役」で「一人ひとりのやりたい」が実現できる場であって

ほしいというのが職員の願いであり、そのための支援を試行錯誤しながら行っ

ています。

「どんな風にしたら意見を言いやすい？」「みんなが気持ちよく、楽しく遊

ぶには？」と子どもたちに問いかけながら、子どもたちが考えて出してきた答

えにより、学級会形式ではなく、自然に「○○したいんだけど、どう？一緒に

やらない？」とコミュニケーションを取り合う形になりました。

今では全員の意見が一致しなくて全面を使った遊びができなかった時も、違

う意見を言った子を責めることはありません。子ども同士がそれぞれの「やり

たいこと」を尊重し合っています。すぐに気持ちを切り替えて、違う「やりた

いこと」を実現できるひろば館になりました。

一見、当たり前のような事ですが、子どもたちの言動、表情にアンテナを張

り子どもたちの主体性を大切に関わってきた結果だと思っています。

子どもたちには、「聴く」「話す」「認める」等、周りの人とコミュニケー

ションをとるための力が育まれています。遊びを通じて、友だちと関わり、た

くさんの経験ができる場であるとともに、日常を大切に館運営を行っていきた

いと思っています。



活動写真

児童館のプロフィール

児童館名 荒川区西日暮里二丁目ひろば館

運営主体 公設公営

所在地・電話番号 荒川区西日暮里二丁目32番25号

開館日・時間・休館日
（開館日）月曜日～金曜日　9：30～18：00、土曜日　9：00～17：00

（休館日）日曜祝日、年末年始（12月29日～1月3日）


